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庄 内沿岸域堆積物 にお ける真正細菌 ・古細菌の 多様性と分布
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【目的】庄 内沿岸河 口 域で は海洋ある い は河川か ら有機物が多量 に流入 ・堆積して い る ことか ら、これ らを代謝する多

様な微 生物 が生息して い る可能性が 考えられる、、本 研究 で は、当該堆積物 中の 真正細菌と古細菌 の 多様性 を堆積物

深度ごとに明らか にするこ とを目的とした tt 【方法】山形県酒 田市豊川河 口 （北緯 38度 57分 、東経 139 度 50 分）の 水底

に ある堆積物を試料採取器を用 い て 垂直に採取した。DNA は 3 つ の 堆積物（水面と堆積物の 境界面か ら下方 に 10

cm 、40　cm 、88　cm ）より抽出した 。
これ らを鋳型 として PCR を行 い 、真正 細菌また は古細菌 16S　 rRNA 遺伝子 の 増幅を

行 っ た r．増幅産物からTA クロ
ー

ニ ン グによりクロ
ー

ン ライブラリ
ー

を構築し、各深度の ライブラリ
ー

からクロ
ー

ン の 塩基配

列約 15kbp を決定、相同性 検索および分子系統解析を行 っ た。【結果 】解析 の 結果 、真正細菌では深度 10　 cm 、40

cm 、88　 cm の い ずれ の 堆積物にお い て も O
’
−Proteobaeteria　amに属するクu 一

ン （Desu （fobutbcrs　es、Desulfosarcina属、

Desuijbcocebls　FMなど）が全体の 2割以 とと最も多く検出された 。

一一
方、古細菌に お い て は 深度 10　cm 、88　cm の い ずれ

の 堆積物 にお い て も Crenarchaeota門に属するクロ
ー

ン が全 体 の 5 割以 上を 占め、深度 40　 cm の 堆 積 物 で は

Methanosarcinaies目に属 するクロ
ー

ン が全体 の 5 割以上 見い だされた。こ れらの 結果か ら、庄内沿岸河 口 域にお ける

堆積物中に は 多様な真正 細菌や古細菌が 深度 に よっ て異なっ て分布 して い る可能性が示 唆された。
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P−75の要 旨は 1A−8をご覧 ください 。
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【背景お よび 目的】こ れ まで の 研 究で 、過 去 に 除草剤 2
，
4−D で 高濃度 に汚染 され た経歴 を 持 つ ベ トナ ム 土壌 に は複数

の 属種 に わたる 2，4−D 分解菌が生息 して い ることを明らか にした 。 この ような多様 な 2，4−D 分解菌 が土壌 中の 微小環境

にどの ように分布 して い るの か を明 らか にするこ とは土壌 中に お ける 2，牛 D 分解菌の 挙動や 分解菌間の 相互作用を知

る上 で 重要 である。本研究で は 2
，
4−D 分解菌が存在するか 、または 、存在しない か 、とい っ た大きさの 土壌粒子 に おけ

る分解菌 の 群集構造 の 多様 性を調 べ 、そ れ らの 分布 の 様式を明 らか に す ることを 目的とした．【方 法｝96穴 の マ イクロ ブ

レ
ー

トにベ トナ ム の 土壌か ら採 取した直径約 LOmm の 土壌粒子を
一

粒ず つ 入れ 、100ppm の 2，4−D 無機塩 液体培地

20eμ1を添加 し 25℃ の 暗所で 静置培養した。培養後お よそ半数の ウェ ル で 2，4−D の 分解が 認 め られ た プ レ
ー

トを用 い

て、個々 の ウェ ル に お ける微生物群集構造を 16S　 rDNA 　PCR −DGGE 法を用い て 調 べ た。【結果お よ び考察】2，
4−D の

分解が生 じた土壌粒子 で は 特徴的な複数 の バ ン ドが認 め られた。そ れ らの バ ン ドの 中 に は ほ とん どの ウ ェ ル で検出 さ

れ た もの もあれ ば少数 の ウェ ル で しか 検出されな い もの があっ た が 、い ずれ の ウェ ル で も複 数 の バ ン ドが認 められ 、 ま

た、同じようなバ ン ドパ タ
ー

ン の ウェ ル も複数存在した。以上 の 結果より、分解菌が存在する」：：壌粒子 で は複数の 2，4−D

分解菌 が同じ粒子 上に生息し、 それらの 組 み 合わせ は多様で あり、土壌 中の微小環境中にお い ても分解菌が不均一

に分布 して い る ことが 示 唆され た。
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